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こ
の
た
び
、
国
見
町
長
選
挙

に
お
い
て
、
無
投
票
で
の
2
期

目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
数
多
く

の
町
民
の
み
な
さ
ま
の
絶
大
な

る
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
み

な
さ
ま
方
か
ら
の
ご
厚
情
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
「
ず
っ
と

好
き
で
す
国
見
町
」「
自
立
し

た
キ
ラ
リ
と
輝
く
国
見
町
」
を

目
指
し
、
全
力
を
注
い
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
国
見
町
を
一
つ
の

自
治
体
と
し
て
、
未
来
に
向
け

て
オ
ー
ル
国
見
の
精
神
で
「
復

興
・
絆
・
交
流
連
携
」
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
維
持
発
展
を

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
第
1
に
「
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・
再

生
」
の
た
め
、
除
染
の
推
進
と

中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
入
、
県

北
浄
化
セ
ン
タ
ー
汚
泥
問
題
、

風
評
被
害
対
策
な
ど
、
で
き
る

だ
け
早
く
震
災
前
の
状
態
に
戻

せ
る
よ
う
再
生
・
復
興
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
2
に
、
防
災
訓
練
の
効
果

的
な
実
施
や
消
防
、
警
察
、
奉

仕
団
、
見
守
り
隊
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
安
全
安
心
な
町
づ
く

り
の
強
化
、「
自
分
の
安
全
は

自
分
で
守
る
」
た
め
の
普
及
啓

発
な
ど
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
3
は
「
義
経
ま
つ
り
」
な

ど
4
大
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、「
道

の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷
」
を

核
と
し
た
、
6
次
化
を
は
じ
め

と
す
る
農
商
工
の
振
興
や
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
文
化
の

振
興
な
ど
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
4
は
、
子
育
て
支
援
で
の

「
も
も
た
ん
広
場
」
の
効
果
的

な
運
営
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、

幼
小
中
一
貫
等
の
教
育
の
振

興
、
高
齢
者
の
支
援
の
た
め
の

各
種
事
業
の
実
施
、
公
立
藤
田

病
院
を
中
心
と
す
る
医
療
体
制

の
充
実
強
化
等
「
思
い
や
り
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
第
5
は
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
の
具
体
化
、
国
、
県
、

近
隣
市
町
村
、
首
都
圏
、
関
係

機
関
等
と
の
交
流
連
携
に
よ
る

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
具
現

化
、
更
に
は
、
行
財
政
改
革
等

に
よ
り
「
国
見
町
の
継
続
的
な

維
持
発
展
」
を
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
各
課
題
の
解
決
・

実
現
に
当
た
っ
て
は
、
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え

「
オ
ー
ル
国
見
」
の
精
神
を
堅

持
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

町
民
の
み
な
さ
ま
方
の
絶
大
な

る
支
え
が
あ
っ
て
実
現
で
き
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
方
の
町
政
に
対
す

る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
し
、
ま
た
、
み
な
さ
ま

方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

国
見
町
長

　
太
田
久
雄

「復興・絆・交流連携」
オール国見で

魅力あるまちづくり

①震災からの再生・復興 ②安全安心なまちづくり

③活力あるまちづくり ④思いやりのあるまちづくり ⑤国見町の継続的な維持発展

風評被害対策のトップセールス 様々な連携を確認した総合防災訓練

みんなが笑顔になれるイベントの開催 入場者 10 万人を達成したももたん広場 歴史まちづくり計画の認定

太田町政
2 期目始動

　
任
期
満
了
に
伴
う
国
見
町
長

選
挙
が
11
月
8
日
に
告
示
さ

れ
、
現
職
の
太
田
久
雄
町
長
が

無
投
票
で
当
選
と
な
り
ま
し

た
。

　
当
選
証
書
付
与
式
は
11
月
14

日
、
国
見
町
役
場
で
行
わ
れ
、

齋
藤
弘
町
選
挙
管
理
委
員
長
か

ら
太
田
町
長
へ
当
選
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
期
目
の
初
登
庁
と
な
っ
た

11
月
28
日
に
は
、
太
田
町
長
は

役
場
正
面
玄
関
前
で
多
数
の
支

持
者
や
職
員
に
拍
手
で
迎
え
ら

れ
、集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
へ「
み

な
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
未
来
に
向
け
、

町
が
維
持
発
展
で
き
る
よ
う
2

期
目
も
オ
ー
ル
国
見
で
取
り
組

み
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
登
庁
後
に
行
わ
れ
た
就
任
式

で
は
、
職
員
を
前
に
「
2
期
目

は
国
見
町
が
、
今
後
発
展
し
て

い
く
た
め
の
地
盤
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
一
緒
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

訓
示
し
ま
し
た
。

　
太
田
町
長
の
任
期
は
、
平
成

28
年
11
月
27
日
か
ら
平
成
32
年

11
月
26
日
ま
で
の
4
年
間
で

す
。

初登庁で大勢の支持者を前にあいさつす
る太田町長 初登庁で職員から花束が手渡された 齋藤町選挙管理委員長から当選証書が付

与された
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明日へ。復興・きずなイルミ
ネーションが今年もはじまり
ました。点灯式では、観月台
文化センターにキャンドルで
描かれたくにみももたんが登
場しました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　町内の神社仏閣の参道の一隅にたくさんの石塔や石仏が見ることができます。その中でも庚
こうしんとう

申塔を多く目にします。
庚
こうしんこう

申講の習慣は江戸時代から盛んになりました。十
じっかんじゅうにし

干十二支の組み合わせによる庚
かえのさる

申の日（60 日に 1回）の夜、人間
の体内にいる三

さんしちゅう

尸虫という虫が、寝ている間に天に上り、神様にその人の悪事を報告します。それを避ける為に、その
晩は寝ないで庚申様を祀り、集落の懇親会や宴会をする風習となりました。そして、庚申講を 3年に 18 回続けた記念
に庚申塔を建てたとされています。また、庚申様を信仰すれば蚕があたるということで養蚕の神として信仰されていま
した。
　明治政府により迷信とされ廃れましたが、現代のような娯楽のない中、庚申信仰というかたちで、厳しい農作業の合
間にささやかな楽しみを求めていたことがうかがい知れます。

仲興寺にある百
ひゃくこうしんづか

庚申塚（所在地：大字川内柳原地内）

　

明
日
へ
。
復
興
・
き
ず
な
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
今
年
も
始

ま
り
、
11
月
23
日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
で
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

点
灯
式
で
は
佐
藤
正
春
実
行

委
員
長
、
太
田
久
雄
町
長
、
東

海
林
一
樹
町
議
会
議
長
、
キ
ャ

ン
ド
ル
の
下
絵
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
県
北
中
学
校
美
術
部
の
み
な

さ
ん
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を

披
露
し
た
福
島
出
身
の
Ｓ
ｈ
ｉ

ｍ
ｖ
ａ
さ
ん
が
点
灯
ス
イ
ッ
チ

を
押
す
と
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
に
施
さ
れ
た
電
飾
に
明
か

明日へ。復興・きずな

夢をつなぐ

り
が
と
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
同
会
場
で
キ
ャ
ン

ド
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
も
行
わ
れ
、

約
4
千
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
で
描

か
れ
た
「
く
に
み
も
も
た
ん
」

が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
1
月

5
日
ま
で
、
町
公
共
施
設
な
ど

町
内
各
地
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
12
月
23
日
に
は
あ
つ
か

し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
点
灯
式
に

併
せ
て
、
上
野
台
運
動
公
園
で

キ
ャ
ン
ド
ル
パ
テ
ィ
ー
も
行
わ

れ
ま
す
。
温
か
い
光
に
包
ま
れ

た
美
し
い
冬
の
風
物
詩
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

役場庁舎前イルミネーション5 4



功
労
表
彰

　
功
労
表
彰
は
、
町
政
の
発
展

向
上
な
ど
に
寄
与
し
、
功
績
が

顕
著
で
あ
っ
た
方
や
多
額
の
金

品
な
ど
を
町
に
寄
付
し
た
方
な

ど
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

羽
根
田
ヒ
サ
さ
ん

―
地
方
自
治
―

　

平
成
13
年
4
月
よ
り
、
16
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
行
政
相
談

委
員
と
し
て
町
と
地
域
住
民
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
地
方
自
治
振

興
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
村　

伸
一
さ
ん

―
消
防
防
災
―

　

昭
和
62
年
4
月
よ
り
、
30
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
消
防
団
員

と
し
て
地
域
消
防
・
防
災
活
動

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

菊
地　

政
志
さ
ん

―
交
通
安
全
―

　

平
成
12
年
4
月
よ
り
、
17
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
交
通
教
育

専
門
員
と
し
て
交
通
安
全
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
交
通

安
全
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

菅
野　

正
光
さ
ん

―
生
活
環
境
―

　

平
成
13
年
4
月
よ
り
、
16
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
生
活
環
境

推
進
員
と
し
て
生
活
環
境
の
改

善
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
生

活
環
境
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

赤
坂　

正
弘
さ
ん

―
統
計
調
査
―

　

平
成
2
年
4
月
よ
り
、
15
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
統
計
調
査

員
と
し
て
国
勢
調
査
、
農
林
業

セ
ン
サ
ス
な
ど
各
種
統
計
調
査

に
取
り
組
み
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

石
原　

隆
江
さ
ん

　

国
見
町
に
多
額
の
美
術
品
類

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
表
彰

　
善
行
表
彰
は
、
人
命
救
助
を

し
た
方
や
奉
仕
活
動
な
ど
模
範

と
な
る
活
動
、
町
に
多
額
の
寄

付
を
し
た
方
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

小
林
土
木
株
式
会
社

―
寄　

付
―

的
場　

雅
仁
さ
ん

―
寄　

付
―

　

国
見
町
に
多
額
の
現
金
を
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

齋
藤　

善
和
さ
ん

―
献　

血
―

鈴
木　
　

茂
さ
ん

―
献　

血
―

　

献
血
の
重
要
性
を
深
く
認
識

さ
れ
、
積
極
的
に
献
血
事
業
に

協
力
し
、
現
在
１
０
０
回
以
上

協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

栄
誉
顕
彰

佐
藤　

真
未
子
さ
ん

―
農
業
振
興
―

　

第
67
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
連
盟
全
国
大
会
の
意
見
発
表

に
お
い
て
、
あ
ん
ぽ
柿
産
地
の

風
評
被
害
払
拭
の
た
め
の
商
品

開
発
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
、
最

優
秀
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
賞
さ
れ
、
風
評
被
害
払
し
ょ

く
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
本
町

の
名
声
を
高
め
ま
し
た
。

感
謝
状

羽
村
市
福
島
県
人
会

　　

国
見
町
の
東
日
本
大
震
災
と

福
島
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
と

風
評
被
害
払
拭
の
た
め
に
、
国

見
町
産
の
農
産
物
の
安
全
・
安

心
を
広
く
呼
び
か
け
る
な
ど
献

身
的
な
支
援
を
継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。

羽
村
市
商
工
会
青
年
部

　　

国
見
町
の
東
日
本
大
震
災
と

福
島
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
と

風
評
被
害
払
拭
の
た
め
に
、
国

見
町
産
の
農
産
物
の
安
全
・
安

心
を
広
く
呼
び
か
け
る
な
ど
献

身
的
な
支
援
を
継
続
さ
れ
て
い

ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

品
川
女
性
起
業
家
交
流

会
‐
し
な
ｊ
ｏ
ｂ 

　

国
見
町
の
東
日
本
大
震
災
と

福
島
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
と

風
評
被
害
払
拭
の
た
め
に
、
当

町
事
業
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ

る
な
ど
献
身
的
な
支
援
を
継
続

さ
れ
て
い
ま
す
。

小
野　

光
一
さ
ん

　

平
成
15
年
10
月
よ
り
、
12
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
国
見
町
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
町

選
挙
執
行
の
円
滑
か
つ
公
正
適

正
な
選
挙
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

晴
れ
の
受
賞
者

　

平
成
28
年
度
国
見
町
表
彰
式

が
11
月
16
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
の
表
彰
式
は
6
年

ぶ
り
に
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
太
田
久
雄
町

長
が
「
今
日
の
国
見
町
が
あ
る

の
は
、
み
な
さ
ま
の
功
績
の
お

か
げ
で
す
。
敬
意
と
感
謝
を
表

し
ま
す
。
今
後
も
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
、

受
賞
者
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

永
年
の
活
動
を
称
え
て

平
成
28
年
度
国
見
町
表
彰
式

　

町
表
彰
式
は
昭
和
42
年
以

来
、
町
の
発
展
と
町
民
福
祉
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
、
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
方
々
を
永
く
顕
彰

す
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
見
町
表
彰
条
例
に
基
づ

き
、
表
彰
審
査
会
で
審
議
の
結

果
、
今
年
は
9
人
の
方
と
1
団

体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

栄
誉
顕
彰
が
1
名
の
方
、
感
謝

状
が
1
名
の
方
と
3
団
体
へ
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

太田町長から表彰状が手渡されました

受賞者を代表して謝辞を述べる羽根田さん
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第
40
回
記
念
国
見
町
内
一
周

駅
伝
競
走
大
会
が
11
月
3
日
、

国
見
町
内
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
参
加
チ
ー
ム
が
昨
年

よ
り
2
チ
ー
ム
増
え
、
各
地
区

や
町
内
企
業
な
ど
で
構
成
さ
れ

た
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
上
野
台
運
動
公

園
総
合
運
動
場
を
ス
タ
ー
ト

し
、
石
母
田
、
小
坂
、
藤
田
、

森
江
野
、
大
枝
、
大
木
戸
地
区

を
巡
る
全
8
区
間
19
㎞
を
復
興

の
タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ
、
上
野
台

運
動
公
園
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
秋
晴
れ

の
中
、
沿
道
か
ら
の
多
く
の
声

援
に
応
え
な
が
ら
、
出
場
チ
ー

ム
が
最
後
ま
で
力
走
し
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
の
大
会
は
40

回
目
の
開
催
と
な
り
、
記
念
大

会
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
大
会
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
み
な
さ
ん

へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
お
よ
び
表
彰
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
結
果
】

▼
優
勝　

藤
田
Ａ
チ
ー
ム
（
記

録
1
時
間
8
分
20
秒
）
▼
準
優

勝　

大
木
戸
義
経
チ
ー
ム
（
記

録
1
時
間
10
分
13
秒
）
▼
第
三

位　

藤
田
Ｂ
チ
ー
ム
（
記
録
1

時
間
12
分
30
秒
）

【
区
間
賞
】　　
　
　

▼
１
区　

佐
藤
悠
貴
也
さ
ん

（
藤
田
Ａ
）
▼
2
区　

鈴
木
悠

さ
ん
（
大
枝
）
▼
3
区　

野
尻

宏
輝
さ
ん
（
藤
田
Ｄ
）
▼
4
区　

澁
谷
菜
々
子
さ
ん
（
大
木
戸
義

経
）
▼
5
区　

高
橋
篤
輝
さ

ん
（
藤
田
Ｂ
）
▼
6
区　

渡
辺

祐
也
さ
ん
（
藤
田
Ｃ
）
▼
7
区　

鈴
木
晴
馬
さ
ん
（
大
枝
）
▼
8

区　

大
竹
洋
平
さ
ん（
藤
田
Ｂ
）

【
40
回
記
念
表
彰
】

▼
40
回
連
続
出
場
者
表
彰　

高
村
義
孝
さ
ん

▼
20
回
以
上
出
場
者
表
彰

齋
藤
松
男
さ
ん
（
24
回
出
場
）

中
野
一
雄
さ
ん
（
22
回
出
場
）

村
上
俊
弘
さ
ん
（
22
回
出
場
）

高
橋
豊
光
さ
ん
（
22
回
出
場
）

佐
藤
純
子
さ
ん
（
20
回
出
場
）

第 40回記念

国見町内一周駅伝競走大会

タスキに込めた想いをつなぐ

記念表彰を受賞したみなさん

　

第
10
回
大
会
で
、
6
人
で
連

続
出
場
の
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
当
時
は
30
回
出
場
を
目
標

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
40
回
連

続
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
驚

い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
で
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
大
会
は
第
1
回
大

会
で
す
。
走
り
は
じ
め
た
ば
か

り
の
頃
に
チ
ー
ム
の
人
に
誘
わ

れ
、
出
場
し
ま
し
た
。
人
と
競

争
す
る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
な

か
っ
た
の
で
一
度
は
断
り
ま
し

た
が
、
他
に
出
場
で
き
る
人
が

い
な
い
と
お
願
い
さ
れ
出
場

し
、
第
3
区
を
務
め
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
の
2
区
の
選
手
が
速

い
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
が
、
2
区
の
選
手
の
調
子
が

悪
く
、
最
終
で
タ
ス
キ
を
受
け

取
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
自
分

の
ペ
ー
ス
で
走
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
第
2
回
大
会
で
は
別

チ
ー
ム
で
出
場
し
、
優
勝
。
第

9
回
大
会
か
ら
は
自
分
の
チ
ー

ム
を
作
り
参
加
し
、
新
た
な
楽

し
み
方
を
知
り
ま
し
た
。

　

50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
毎
日
走

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
一

時
、
腰
痛
が
ひ
ど
い
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
走
る
こ
と
を
止

め
る
と
自
分
が
自
分
で
な
く
な

る
よ
う
な
気
が
し
て
続
け
て
い

た
ら
、
痛
み
も
消
え
ま
し
た
。

　

今
日
は
気
持
ち
よ
く
走
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
50
回
連
続

出
場
は
無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
で
き
る
限
り
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

町
内
一
周
駅
伝
大
会
の
歴
史

昭
和
41
年
12
月
11
日

　
町
内
一
周
駅
伝
の
前
身
で
あ
る
有
線
放
送
記
念
駅
伝
を
開
催

昭
和
52
年
11
月
6
日

　
第
1
回
町
内
一
周
駅
伝
大
会
を
開
催

　
約
10
年
振
り
に
大
会
が
開
催
さ
れ
、
昭
和
52
年
以
降
は
町
の
行
事

　
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
る

平
成
16
年
11
月
3
日
・
平
成
19
年
11
月
11
日

　
第
28
回
・
第
31
回
大
会
が
雨
天
の
た
め
中
止

平
成
21
年
11
月
1
日

　
第
33
回
大
会
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
た
め
中
止

平
成
28
年
11
月
3
日

　
第
40
回
大
会
開
催

　

町
内
一
周
駅
伝
の
歴
史
は
昭

和
41
年
ま
で
遡
り
ま
す
。
町
内

一
周
駅
伝
の
前
身
で
あ
る
大
会

が
有
線
放
送
完
成
を
記
念
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
約
10
年

後
、町
内
一
周
駅
伝
が
復
活
し
、

記
念
す
べ
き
第
1
回
大
会
が
昭

和
52
年
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
8

区
間
22
・
7
㎞
の
コ
ー
ス
を
9

チ
ー
ム
が
走
り
、
森
江
野
チ
ー

ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
中
止
と
な
っ
た
3
大
会
を
除

き
、
毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
、

町
内
を
選
手
た
ち
が
力
走
し
、

多
く
の
町
民
に
笑
顔
と
感
動
を

届
け
て
い
ま
す
。

40 回連続出場

高村 義孝さん

◀第 1回大会から連続出場した
　高村さん。40 回目の大会では
　「観月台走友会チーム」の一員
　として、アンカーを務めた

◀▼昭和 52 年 11 月の

　　広報くにみに第 1回

　　
大会の様子が掲載

9 8



　

旧
小
坂
村
産
業
組
合
石
蔵
が
8
月

に
国
登
録
有
形
文
化
財
に
認
定
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
石
工
（
ロ
ッ

ク
）
フ
ェ
ス
in
石
蔵
が
11
月
27
日
、

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
小
坂
支
店
の
石

蔵
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
工
フ
ェ
ス
で
は
、
町
内
で
石
蔵

調
査
を
進
め
て
い
る
郡
山
女
子
大
学

人
間
生
活
学
科
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
の
長
田
城
治
講
師
や
学
生
が
こ
れ

ま
で
の
調
査
報
告
と
し
て
、
国
見
石

の
歴
史
や
石
蔵
の
魅
力
な
ど
に
つ
い

石
の
町
く
に
み
・
お
宝
再
発
見

　
石ロ

ッ
ク工

フ
ェ
ス
in
石
蔵
で
石
工
技
術
に
触
れ
る

て
講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
会
場
内
に

は
、
石
工
技
術
を
体
験
・
体
感
で
き

る
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
石
材
加
工
や
鬼
瓦
作
り
、
石
窯

ピ
ザ
作
り
や
か
ま
ど
で
の
炊
飯
、
石

臼
挽
き
コ
ー
ヒ
ー
、石
蔵
宝
物
探
し
、

石
模
様
ハ
ン
カ
チ
作
り
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
み
な
が
ら

石
や
石
工
技
術
の
魅
力
に
触
れ
、
町

の
「
た
か
ら
も
の
」
で
あ
る
国
見
石

と
石
蔵
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

女子大生が教える石蔵の「ミドコロ」（講演）

く
に
み
の
「
ひ
と
・
も
の
・
わ
ざ
」
が
勢
ぞ
ろ
い

　
第
3
回
く
に
み
産
業
祭
開
催

石材加工を体験

　

秋
の
女
性
応
援
団
ツ
ア
ー
が
11
月

18
日
と
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
2
回
目
の
応
援
団
長
を
務

め
る
演
歌
歌
手
の
北
川
大
介
さ
ん

と
、首
都
圏
の
女
性
46
人
が
参
加
し
、

秋
の
国
見
町
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
参
加
者
は
歓
迎
・
結
団
式

後
、
り
ん
ご
狩
り
を
体
験
し
、
夜
は

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
交
流
会
が

開
か
れ
、
国
見
町
の
食
材
を
使
っ
た

手
作
り
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
参

加
し
た
町
民
の
み
な
さ
ん
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
北
川
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ

応
援
団
長
・
北
川
大
介
さ
ん
と
秋
の
国
見
を
満
喫

　
秋
の
女
性
応
援
団
ツ
ア
ー

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
あ
ん
ぽ
柿
の
加
工
体

験
で
、
柿
の
皮
む
き
や
ひ
も
通
し
作

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
あ
ん
ぽ
柿

の
放
射
能
検
査
の
様
子
も
見
学
し
、

町
の
特
産
品
で
あ
る
あ
ん
ぽ
柿
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
昼
食
は

農
家
の
お
母
さ
ん
が
心
を
込
め
て

作
っ
た
料
理
を
堪
能
し
、
お
別
れ
会

で
ツ
ア
ー
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
に
は
、
国
見
に
来

る
の
が
2
回
目
と
い
う
参
加
者
も
多

く
「
ま
た
来
れ
て
嬉
し
い
」
と
い
う

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

北川さんとりんご狩りを体験

若
者
が
地
域
の
未
来
を
考
え
る

　
ヤ
ン
グ
カ
レ
ッ
ジ
〜
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
攻
略
し
、
国
見
町
を
創
造
せ
よ
〜

　

高
校
生
・
大
学
生
た
ち
の
新
し
い

交
流
・
学
び
の
場
「
ヤ
ン
グ
カ
レ
ッ

ジ
」が
11
月
23
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

8
月
に
続
き
2
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
今
回
は
、
藤
田
商
店
街
を
会

場
に
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
指
令
）
ゲ
ー

ム
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
㈱
の
協
力
に
よ
り
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し

な
が
ら
、
動
画
や
写
真
撮
影
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
商
店
街
の
た
つ

み
や
肉
店
、
佐
久
間
パ
ン
店
、
Ｌ
ａ

４
区
、
樋
口
食
品
、
樋
口
豆
腐
店
、

ひ
ふ
み
食
堂
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

各
店
舗
人
気
商
品
の
順
位
当
て
ク
イ

ズ
と
1
位
商
品
の
食
レ
ポ
、
国
見
町

を
Ｐ
Ｒ
す
る
Ｃ
Ｍ
づ
く
り
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
挑
み
ま
し
た
。

　

芋
煮
会
で
の
ラ
ン
チ
交
流
の
後
、

午
後
か
ら
は
「
国
見
若
者
会
議
」
が

行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
経
験
を

振
り
返
り
、
今
後
身
に
つ
け
た
い
力

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

道
の
駅
国
見
で
も
「
若
者
が
楽
し

く
集
え
る
。
一
緒
に
学
べ
る
。
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
る
場
づ
く
り
」
を
企

画
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
乞
う
ご

期
待
！

店主の協力を得てミッションに取り組む

さまざまな提案が出された若者会議

あんぽ柿の完成が楽しみです

　

今
年
で
3
回
目
の
開
催
と
な
る
く

に
み
産
業
祭
が
11
月
5
日
と
6
日
、

上
野
台
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
町
文
化
団

体
連
絡
協
議
会
加
盟
団
体
な
ど
に
よ

る
踊
り
や
楽
器
演
奏
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

や
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
各
ブ
ー
ス
で
は
、
国
見

町
自
慢
の
農
産
物
の
展
示
即
売
、
町

内
企
業
に
よ
る
技
術
展
示
、
商
店
街

の
産
品
の
販
売
、
国
見
バ
ー
ガ
ー
や

ク
レ
ー
プ
な
ど
飲
食
物
の
販
売
が
行

わ
れ
、
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国
見
町
と
交
流
の
あ
る
北
海

道
ニ
セ
コ
町
と
岐
阜
県
池
田
町
か
ら

は
職
員
が
来
町
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

産
品
で
あ
る
じ
ゃ
が
い
も
や
美
濃
い

び
茶
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
、
来
場

者
は
各
地
自
慢
の
味
を
楽
し
み
ま
し

た
。

新鮮な農産物が人気を集めました

特産品を PRする池田町とニセコ町のみなさん
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交
通
安
全
功
労
者
等
を
表
彰

　
平
成
28
年
度
桑
折
町
・
国
見
町
交
通
安
全
町
民
大
会

　
「
第
7
回
世
界
遺
産
学
習
全
国
サ

ミ
ッ
ト
in
ひ
ら
い
ず
み
」
が
11
月
5

日
、
岩
手
県
平
泉
町
で
開
催
さ
れ
、

国
見
ジ
ュ
ニ
ア
応
援
団
10
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
学
習
全
国
サ
ミ
ッ
ト

は
、
地
域
の
文
化
遺
産
、
自
然
遺
産
、

ふ
る
さ
と
学
習
、 

Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
（
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
担
い
手
を

育
む
新
し
い
教
育
）を
中
心
と
し
た
、

学
校
や
地
域
で
の
実
践
的
な
教
育
活

動
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

　

国
見
ジ
ュ
ニ
ア
応
援
団
は
分
科
会

の
中
で
、
岩
手
県
平
泉
町
・
北
海
道

ニ
セ
コ
町
・
岐
阜
県
池
田
町
で
の
桃

の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ

て
、
福
島
・
国
見
町
の
復
興
の
現
状

と
風
評
被
害
払
拭
に
つ
い
て
学
び
を

深
め
、
地
域
を
知
り
、
郷
土
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
子
ど
も
た
ち

が
、こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

活動を報告するジュニア応援団

国
見
ジ
ュ
ニ
ア
応
援
団

　「
世
界
遺
産
学
習
全
国
サ
ミ
ッ
ト
in
ひ
ら
い
ず
み
」
で
発
表

　

平
成
28
年
度
桑
折
町
・
国
見
町
交

通
安
全
町
民
大
会
が
11
月
26
日
、
桑

折
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
1
部
で
は
、
福
島
県
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
2
部
で
は
、
交
通
事
故
犠
牲
者

に
対
す
る
黙
と
う
や
交
通
安
全
功
労

者
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
小
坂
地
区
交
通
安
全
母
の
会

会
長
の
遠
藤
智
江
子
さ
ん
ら
に
よ
る

交
通
安
全
に
関
す
る
提
言
の
発
表
が

あ
り
、
参
加
者
は
交
通
事
故
ゼ
ロ
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

【
表
彰
受
賞
者
】　

国
見
町
分
の
み

▼
大
会
長
桑
折
町
長
・
福
島
北
警
察

署
長
連
名
表
彰　

交
通
安
全
功
労
者

（
個
人
）
菊
地
勝
芳
さ
ん
、
紺
野
春

美
さ
ん　

交
通
安
全
優
良
団
体
・
事

業
所　

株
式
会
社
渡
辺
建
設

▼
福
島
北
警
察
署
長
・
桑
折
地
区
交

通
安
全
運
転
管
理
者
協
会
長
連
名
表

彰　

秋
元
造
園
株
式
会
社
、
有
限
会

社
大
和
田
金
物
店
、
国
見
町
役
場
、

国
見
ガ
ス
住
宅
設
備
株
式
会
社
、
国

見
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社
、
根

本
建
設
株
式
会
社
国
見
支
店

▼
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
交

通
栄
誉
賞
「
緑
十
字
銅
賞
」　

優
良

運
転
者　

佐
藤
秀
昭
さ
ん
、
村
上
幸

夫
さ
ん

▼
福
島
県
警
察
本
部
長
・
福
島
県
交

通
安
全
協
会
長
連
名
表
彰　

交
通
安

全
功
労
者　

阿
部
み
さ
子
さ
ん　

優

良
運
転
者　

佐
久
間
眞
一
さ
ん
、
羽

根
田
ヒ
サ
さ
ん

交通事故減について提言する遠藤さん

緊張したけど上手に話すことができまし
た。私たちにも発表できることがあり、
それを聞いてもらえたことがうれしかっ
たです。原発事故や風評被害に負けず、
元気に頑張っていることを伝えられたと
思います。

鈴木　花菜さん

県北中 1年　くにみ幼稚園の生活発表会
が 11 月 19 日、くにみ幼稚園
で行われました。
　年少から年長までの園児が
クラスごとに趣向を凝らした
劇や歌を元気に発表しました。

　JFA（日本サッカー協会）こころのプ
ロジェクト事業「夢先生」が 11 月 21 日
と 22 日に行われました。国見小学校 5
年生のクラスに総合格闘家の菊野克紀さ
んが「夢先生」として登場し、ゲームや
夢トークを通して、夢を持つことの大切
さを伝えました。

国見小学校「夢先生」

くにみ幼稚園
生活発表会
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（任期：平成 28 年 12 月 1日から平成 31 年 11 月 30 日）（敬称略）
氏名 担当地区 電話番号 氏名 担当地区 電話番号

冨塚美貴子  小坂・太田川 585-3007 安藤　和子  小舘・宮前・宮舘 585-5257
朽木　京子  前田・板橋 585-5448 斎藤　洋子  源宗山西・東・北 585-2418
山﨑　岩雄  板橋南 585-5872 高橋　惠子  山崎耕谷・大坂 585-4579
髙原ミエ子  泉田上・中・下 585-4499 宍戸　フミ  第 1・第 2 585-3338
赤坂　　晃  鳥取・内谷西・東 585-3786 佐藤きよ子  第 3・第 4 585-3293
八巻　栄子  駅前 585-2092 八巻　忠一  徳江北・第 7 585-4058
佐藤　敬子  大町南 585-2602 斎藤　勇子  第 8・第 9 585-2139
古川　秀子  錦町・大町北 585-2057 小島　よね  第 10・第 11・第 12 585-4151
後藤　イミ  本町・鶉町 585-2273 阿部　孝子  貝田 585-2944
武田　修一  宮町南・沢田・藤田光陽 585-2018 八巻　忠義  光明寺・高城 585-3905
大津美代子  宮町北・藤田宮前 585-5453 松浦　光子  大木戸・山根 585-3758
須田　惠子  宮東・町東 502-3939 松浦美千代  原町・築館・並柳 090-4478-3134
阿部　英子  石母田東・表・北・上野 585-2904 佐藤長太郎  中部・北部 585-3859
菊地　忠良  石母田原・西 585-4509 木村　正義  川内 577-3410
菊地千津子  山崎北・舘 585-4376 松浦　知弘  主任児童委員 585-2515
武田　友江  滝山・小林 585-4852 鈴木　道代  主任児童委員 585-3320

◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

国見町民生委員・児童委員

地
域
の
身
近
な
相
談
役

　
新
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
嘱
状

　
国
見
町
担
当
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
任
期
が
満
了
し
た

こ
と
に
伴
い
、
12
月
1
日
、
新

た
に
32
人
の
委
員
に
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
太
田
久

雄
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。

　
委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
再
任
さ

れ
た
八
巻
忠
一
さ
ん
ら
22
人
と

新
任
の
朽
木
京
子
さ
ん
ら
10
人

の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
お
互
い
が
支
え
合
い
、
思
い

や
り
の
あ
る
地
域
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
、
民
生
・
児
童
委
員

の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
民
生
・
児
童

委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
み
な
さ
ん

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
富

み
、
社
会
福
祉
に
対
す
る
知

識
と
情
熱
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
援
護
を
必
要
と
す
る
人
が

自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
相
談
や
助
言

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

に
暮
ら
す
人
た
ち
の
生
活
状
況

を
把
握
し
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談

に
の
っ
た
り
、
援
護
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
複
雑
な
問

題
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
そ
の
解

決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
主
任

児
童
委
員
は
、
地
域
を
担
当
す

る
民
生
・
児
童
委
員
と
一
体
と

な
っ
て
、
児
童
の
福
祉
に
関
す

る
相
談
や
援
護
生
活
を
進
め
て

い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
！

　
民
生
・
児
童
委
員
の
み
な
さ

ん
は
職
務
上
知
り
え
た
秘
密
は

固
く
守
り
、
常
に
公
平
な
立
場

で
職
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

悩
ん
で
い
る
こ
と
、
心
配
な
こ

と
、
福
祉
関
係
で
知
り
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
地
域
の
担
当
民
生
・
児
童
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

退
任
さ
れ
る
み
な
さ
ん
へ
感
謝

状
を
贈
呈

　
今
期
で
委
員
を
退
任
す
る
10

人
の
み
な
さ
ん
へ
太
田
町
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
退
任
者
】
後
藤
清
一
さ
ん
、

高
野
俊
久
さ
ん
、
秦
カ
ツ
子
さ

ん
、
武
田
涼
子
さ
ん
、
井
砂
の

り
枝
さ
ん
、
玉
木
洋
子
さ
ん
、

村
木
幹
雄
さ
ん
、
宍
戸
加
代
さ

ん
、
佐
藤
ユ
キ
子
さ
ん
、
瀬
戸

亮
子
さ
ん

国
見
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー
愛
称

　「
あ
つ
か
し
歴
史
館
」
に
決
ま
る

　
1
月
10
日
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　
平
成
24
年
に
閉
校
と
な
っ
た

旧
大
木
戸
小
学
校
は
、
国
見
町

文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
し
て
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
国
見
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が

多
く
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま

れ
、
愛
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ

う
、愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外
か

ら
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
の
度
、
選
考
委
員
会
に
よ

る
一
次
審
査
・
二
次
審
査
を
経

て
、
愛
称
が
「
あ
つ
か
し
歴
史

館
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

▼
国
見
町
文
化
財
セ
ン
タ
ー
愛
称

　「
あ
つ
か
し
歴
史
館
」

▼
名
付
け
親
賞

　
菅
野
善
一
郎
さ
ん

　（
国
見
町
山
崎
）

　
名
付
け
親
賞
は
、
1
月
10
日

に
行
わ
れ
る
、
国
見
町
文
化
財

セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
で
表
彰
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
現
在
国
見
町
文
化
財
セ
ン

タ
ー
は
、
仮
オ
ー
プ
ン
で
は
あ

り
ま
す
が
、
見
学
・
利
用
が
可

能
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

国見町文化財センター
『あつかし歴史館』

◇開 館 日　月曜から金曜（土日祝日は休館）
　　　　　※ 1月 10 日以降は月曜日が休館日
◇開館時間　午前 9時から午後 4時 30 分
◇問い合わせ　あつかし歴史館　☎ 585-4520
　　　　　　　生涯学習課　☎ 585-2676

【国見町文化財センター平面図】

研修室 2 研修室 1
ガイダンス
コーナー

展示スペース

作業室
収蔵室

トイレ

■研修室 1・2：旧小学校校長室を改修した研修室 1など、会議や研修の場としてご利用ください。
■展示・ガイダンススペース：貝田の町産材を用いた温かみのある空間です。展示見学だけでなく地域の方の
　　　　　　　　　　　　　　語らい、茶飲み場としても活用ください。
■整理作業室・収蔵室：町内から出土した土器などを整理し、収蔵・保管する場所です。
　　　　　　　　　　　※バックヤードとして非公開
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あんぽ柿の出荷が始まりました

　町では、本年度の事業として検討しておりました
墓地（通路等）の除染を町内 16 社で組織する「国見
町復興有限責任事業組合」に委託し実施します。
　事前の墓地除染モニタリング調査結果に基づき、
11 箇所の墓地（通路等）が除染の対象となります。

・代表者　市川　公子
・活動日　毎週木曜日
・主な活動場所　観月台文化センター
・会員数　 7 人
・会　費　 1,000 円 / 月 
・連絡先　☎ 585-2445

－プロフィール－

VOL.63

同
頑
張
っ
て
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　
現
在
の
活
動
は
、
毎
週
木
曜

日
に
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の

茶
室
に
集
ま
り
、
会
員
の
古
川

さ
ん
の
指
導
で
茶
道
の
稽
古
を

し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
町
文

化
祭
で
来
場
者
へ
お
抹
茶
の
ふ

る
ま
い
を
し
た
り
、
県
の
国
際

交
流
事
業
で
は
外
国
か
ら
の
お

客
さ
ま
を
お
茶
で
お
も
て
な
し

す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
で

は
会
員
も
高
齢
と
な
り
、
以
前

の
よ
う
に
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で

お
茶
の
ふ
る
ま
い
を
す
る
と

い
っ
た
活
動
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
「
茶
道
裏
千
家

　
松
風

会
」
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
な

ど
、
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
活
動
日
に
は
み
ん
な

で
集
ま
り
、
稽
古
し
な
が
ら
、

お
話
し
す
る
こ
と
が
楽
し
み

で
、
活
動
日
を
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。

　
茶
道
ク
ラ
ブ
で
は
和
や
か
で

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の

中
、
茶
道
を
通
し
て
会
員
同
士

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
お

茶
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
声

え
が
け
く
だ
さ
い
。

　
国
見
茶
道
ク
ラ
ブ
は
昭
和
46

年
に
結
成
さ
れ
、
45
年
以
上
活

動
が
続
い
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。

　
結
成
当
時
の
会
員
は
8
人

で
、
毎
月
2
回
、
茶
道
の
稽
古

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
途
中
、

指
導
い
た
だ
い
て
い
た
先
生
が

亡
く
な
ら
れ
た
り
、
会
員
も
高

齢
に
な
る
な
ど
、
茶
道
ク
ラ
ブ

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
難
し
い

と
感
じ
る
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
近
隣
自
治
体
の
茶
道
サ
ー

ク
ル
は
次
々
と
活
動
を
休
止
し

て
い
き
ま
し
た
が
、
歴
史
あ
る

サ
ー
ク
ル
を
絶
や
し
て
は
い
け

な
い
と
の
思
い
か
ら
、
会
員
一

県北中学校

仲野　美悠

樋口　桃の

除染の進捗状況（11月 30 日現在）
１　道路除染
　　平成 28 年度は、町内全域の 88.2kmを発注しており、作業終了は 45.0km（進捗率 51.0％）です。
２　森林（生活圏）除染
　　　平成 28 年度は、主に森江野方部の宅地等の生活空間に隣接している森林の除染 4.8ha を発注し
　　ており、作業終了は 3.5ha（進捗率 72.9%）です。

本田　直也

　国見町の特産品であるあんぽ柿は、原発事故による 2年
間の出荷自粛を経て、出荷再開後今年で 4年目を迎えます。
　本年産のあんぽ柿は、昨年同様、原則トレー出荷により
全量非破壊検査後に出荷されることになりますが、平成 26
年産、27 年産のあんぽ柿出荷実績でスクリーニングレベル
超過製品がないなどの一定の条件を満たした生産者の方は、
全量検査のうえ個包装製品の出荷が可能となりました。
　11 月 15 日には、JA ふくしま未来国見営農センターに設
置したトレー用の非破壊検査機が稼働し出荷が始まりまし
た。また、個包装製品は、12 月中旬より伊達市のあんぽ工
房みらい、桑折町の伊達果実農業協同組合に新たに設置す
る機器により検査を開始し、本格的な出荷が再開される予
定となっています。
　町では、あんぽ柿の出荷に合わせ、11 月 20 日に開催さ
れたかながわ商工会まつりにおいて、生産者、国見ジュニ
ア応援団も参加しながら、風評払拭と特産品の PRを実施し
ました。今後は、太田町長も参加し、首都圏でのトップセー
ルスや関係機関と連携しながらさまざまなイベントなどに
参加し、町特産品あんぽ柿の風評対策、PR 事業を実施して
いくこととしています。

あんぽ柿検査の様子

墓地（通路等）の除染を実施します

赤レンガ倉庫での PR

佐藤　綾香

17 16



ベストを尽くして頑張ってください

佐藤副町長と納涼祭実行委員のみなさん

ごみ拾いに取り組む会員のみなさん

協定書を取り交わす太田町長と佐久間会長（左）

ありがとうございました
　国見ライオンズクラブが清掃活動

撤去作業ありがとうございました

快適で住みよい町を目指して
　不法投棄ごみの撤去作業
　町生活環境推進員と町商工会など関係団体による不法投棄
ごみの撤去作業が 10 月 26 日、小坂峠、山崎山、阿津賀志山
の 3カ所で行われました。
　電化製品や古タイヤなどの粗大ごみや空き缶など約 0.9 トン
分のごみを回収しました。参加者は、無くならない不法投棄
ごみに残念な表情をしながらも懸命に作業に取り組みました。

中学男子バレー・女子テニスが県大会へ
　国見町青少年育成町民会議奨励金交付

ありがとうございました
　東山田地区納涼祭実行委員会より寄付
　大阪府吹田市東山田地区納涼祭実行委員のみなさんが 11 月
9日、国見町役場に来庁し、寄付をされました。
　寄付は 8月に開催された納涼祭での収益の一部と会場に設
置された募金箱に集まったものです。地元自治会とは東日本
大震災時の職員派遣をきっかけに交流があり、今年の納涼祭
には、佐藤弘利副町長が参加し、国見町のモモを PRしました。

　国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）の奨励金交付
式が 11 月 10 日、県北中学校で行われました。
【第 38 回県中学校バレーボール新人選手権大会出場】男子バ
レーボール・工藤彰悟（中 2）他【第 36 回県中学校新人ソフ
トテニス大会出場】団体・岩城綾音（中 2）他、個人・菊地順
子（中 2）、菊地莉世（中 1）、保坂百香（中 2）、栗原陽愛（中 2）

　国見町は 11 月 21 日、税を考える週間の一環としてハシド
ラッグ国見店で街頭啓発を行いました。
　街頭啓発では太田久雄町長や税務課職員が、町内の小中学
生が考えた税に関する標語が入ったミニカイロを一人一人に
手渡し、税の大切さなどを広く呼びかけました。

税を考える週間を実施
　税金の大切さを呼びかけ

くにみももたんも一緒に PR

　第 28 回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が 11 月 20 日、
白河市をスタートし、福島県庁を目指す 16区間 95.1kmのコー
スで開催されました。
　国見町チームは、昨年のタイムを約 5分縮め、総合第 32 位、
町の部では第 13 位の成績を収めました。選手のみなさんは、
国見町の誇りを胸に力走しました。

国見のタスキを胸に力走
　第 28回ふくしま駅伝

100 歳の誕生日を迎えた佐藤さん

アンカーを務めた山田哲也選手

受賞おめでとうございます

納税への理解を深める
　税に関する作品コンクール表彰式
　平成 28 年度国見町小中学生「税に関する作品コンクール」
の表彰式が 11 月 18 日、観月台文化センターで行われました。
　今年は書の部 234 点、標語の部 219 点の応募があり、審査
会で決定した 16 人に対し、佐藤正春福島税務署長、阿部敏明
県北地方振興局長、太田久雄町長、岡崎忠昭教育長から表彰
状が手渡されました。受賞作品は申告会場に展示されます。

元気に長生きしてください
　佐藤シズエさん 100 歳のお祝い
　満 100 歳を迎えた佐藤シズエさん（原町）への県知事賀寿
記念品贈呈式と町敬老祝金贈呈が 11 月 20 日、佐藤さんの自
宅で行われました。
　永山幾男県北保健福祉事務所健康福祉部長が県知事賀寿と
記念品を手渡し、太田久雄町長が祝金、東海林一樹議長が花
束を贈り、100 歳を祝いました。

　国見ライオンズクラブは 10 月 30 日、町内道路などの清掃
作業を行いました。
　作業には国見ライオンズクラブ会員が参加し、藤田総合病
院前から国見インター入口までの道水路のごみを拾いました。
交通量が多い道路のため、空き缶などたくさんのごみが捨て
られていましたが、参加者は丁寧に作業に取り組みました。

町と町土木建設業協会が
　応急対策業務の支援について協定を締結
　町は町土木建設業協会と「応急対策業務の支援に関する協
定」を 11 月 2日に締結しました。
　締結式では太田久雄町長と佐久間友一町土木建設業協会長
が協定書に署名しました。この協定は、災害時に労力や資材、
建設機械の確保について、町と協会が連携し、早急に対応で
きるよう取り決めを行ったものです。

　国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）の奨励金交付
式が 11 月 22 日、国見町役場で行われました。
　奨励金交付式では、あいづ総合体育館で行われた福島県高
等学校新人体育大会卓球競技のダブルス、団体に出場する松
浦ももさん（高 2）へ岡崎忠昭教育長から奨励金が手渡されま
した。

卓球で県大会出場
　国見町青少年育成町民会議奨励金交付

県大会へ出場する松浦さん（右）
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3か月児（平成 28 年 10 月生まれ）
・9か月児（平成 28 年 4月生まれ）

2月 23 日木
午後 1時 15 分から
　　午後 1時 45 分

観月台文化センター
第 1和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

2月 1日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊ 3 歳 6か月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 25年   7 月   1 日から
平成 25 年   8 月 31 日生まれの幼児

2月 21 日火
午後 1時 30 分から
　　午後 1時 45 分

森江野町民センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを行います。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

食育シリーズ

　町では食生活改善推進員のみなさんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の子どもたちを対象に食育
教室を開催しています。11 月は次の内容で実施しました。

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

　平成 28 年度第 25 回歯っぴいライフ 8020 で認定を受けた 5人から、健康（健口）の秘訣について
お話しをうかがいました。

歯っぴいライフ 8020 表彰者インタビュー

くにみ幼稚園
年少組

『正しい手洗い
について』

　80 歳を過ぎても歯が 20 本残っているみなさんは、謙虚で感謝の気持ちを常に忘れない方々でした。
最初は「何もしていない。当たり前のことをしているだけ」と言いますが、毎日欠かさず歯をみがい
ていたり、食後にうがいをしたり工夫していました。その意識の高さが健康（健口）につながってい
ると感じました。
　みなさんもこの機会に、自分の健康（健口）を見直してみてはいかがでしょうか？

　歯に自信はありませんでしたが、この度、
表彰・認定証を受け、この上ない喜びです。
食べる楽しさと健康を保ってくれた歯に感
謝の気持ちでいっぱいです。

渡邉　等
ひとし

さん

　何も症状がなくても半年に 1回、かかり
つけの歯科医に定期検診に行きます。また、
砂糖が沢山入っているお菓子を食べたら、
すぐにぬるま湯でうがいをします。

黒田孝
たかえ

恵さん

★感謝の気持ち
★半年に 1回は歯の
　定期検診
★お菓子を食べたら
　すぐうがい

佐藤サツ子さん

★歯みがき
　毎日歯磨きは欠かしま
せんでした。自分の親が
歯が丈夫だったので親に
も感謝しています。

松浦まつさん

★歯みがき
　1 日 3 回歯磨きをして
いました。しっかり丁寧
に磨いて歯のお手入れは
入念に行っていました。

我妻　京
たかし

さん

★歯みがき
　昔から毎日歯磨きは欠
かしませんでした。
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町
の
奨
学
生
募
集

　

町
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

修
学
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
に

無
利
子
で
奨
学
資
金
の
貸
付
け

を
し
て
い
ま
す
。

　

奨
学
資
金
に
は
、
在
学
中
に

貸
し
付
け
る
修
学
資
金
と
入
学

時
に
貸
し
付
け
る
入
学
支
度
資

金
の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

【
修
学
資
金
】

▼
貸
付
額
（
月
額
）

・
高
校　

1
万
円
以
内

・
高
専　

1
万
5
千
円
以
内

・
大
学　

2
万
円
以
内

▼
貸
付
期
間　

平
成
29
年
4
月

お
知
ら
せ

か
ら
最
短
修
学
期
間

▼
返
還
方
法　

卒
業
後
6
カ
月

後
か
ら
10
年
以
内
。
無
利
子

【
入
学
支
度
資
金
】

・
高
校　

15
万
円
以
内

・
大
学　

25
万
円
以
内

▼
貸
付
方
法　

平
成
29
年
4
月

に
入
学
支
度
資
金
と
し
て
一
括

貸
付

▼
返
還
方
法　

最
短
修
学
期
間

内
に
返
還
。
無
利
子

▼
募
集
人
員　

ど
ち
ら
の
資
金

も
若
干
名

【
申
込
方
法
】

▼
提
出
書
類　

①
奨
学
生
願
書

（
本
人
記
入
）
②
奨
学
生
推
薦

調
書
（
学
校
記
入
）
③
平
成
28

年
度
（
27
年
分
）
奨
学
資
金
申

請
用
所
得
証
明
（
世
帯
全
員
分

記
載
）

▼
申
込
受
付
期
間

　
1
月
4
日

水
か
ら
12
日
木
ま
で
（
た
だ
し

土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
申
込
み
先　

学
校
教
育
課

（
県
北
中
学
校
在
学
中
の
方
は
、

中
学
校
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。）

▼
そ
の
他　

申
込
書
類
は
学
校

教
育
課
、
県
北
中
学
校
に
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
受
取
り
く

だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

☎
５
８
５
‐
２
８
９
２

農業委員会からの
お知らせ

　12 月の農業委員会定例総会は次の
とおりです。傍聴においでください。
　◆日　時　12 月 16 日金　
　　　　　　午後 1時 30 分から
　◆場　所　国見町役場 2階大会議室
　
なお、10 月から農業委員会総会開催
時期等が次のとおり変更となっています。
・農業委員会総会　毎月 20 日前後
　　　　　　　　　⇒毎月 15 日前後
・農地賃貸借等の申請　毎月 10 日まで
　　　　　　　　　　⇒毎月 1 日まで
◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　☎ 585-2890

家
屋
を
解
体
し
た
ら

「
滅
失
届
」
を
！

　　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
で

あ
る
「
家
屋
」
を
取
り
壊
し
た

際
に
は
年
内
に「
家
屋
滅
失
届
」

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
法
務
局
へ
滅
失
登
記

が
完
了
し
て
い
る
場
合
に
は

「
滅
失
届
」
の
提
出
は
不
要
で

す
。

問
税
務
課
課
税
係

☎
５
８
５
‐
２
７
７
９

認
知
症
町
民
講
座

「
介
護
体
験
談
か
ら
、

認
知
症
を
も
っ
と
理
解

し
ま
し
ょ
う
」

　

高
齢
者
の
4
人
に
1
人
が
認

知
症
ま
た
は
そ
の
予
備
軍
と
言

わ
れ
、高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

認
知
症
の
人
は
さ
ら
に
増
加
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
や
認

知
症
は
誰
も
が
関
わ
る
可
能
性

の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。

　

ま
ず
は
、
認
知
症
が
ど
の
よ

う
な
病
気
か
を
知
り
、
自
分
が

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
住

め
る
地
域
づ
く
り
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

1
月
21
日
土
午
後
1

時
30
分
か
ら
午
後
3
時
（
午
後

1
時
開
場
）

▼
会
場　

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
大
研
修
室　
　
　

▼
講
師　

公
益
社
団
法
人
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
福
島
地
区

会　

菅
野
多
鶴
子
さ
ん

▼
定
員　

町
民
20
人
（
実
際
に

介
護
さ
れ
て
い
る
方
、
介
護
に

興
味
の
あ
る
方
等
）

　

事
前
申
込
み
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
。

▼
申
込
み　

保
健
福
祉
課
長
寿

介
護
係
ま
で

問
保
健
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
５
８
５
‐
２
１
２
５

心
の
健
康
相
談
室

　

心
の
健
康
相
談
室
を
開
設
し

ま
す
。

　

仕
事
や
学
校
で
は
言
え
な
い

悩
み
が
あ
る
、
考
え
事
ば
か
り

で
寝
付
け
な
い
な
ど
の
悩
み
が

あ
る
方
は
、
是
非
一
度
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
悩
ん

で
い
る
人
へ
の
対
応
を
相
談
し

た
い
と
い
う
家
族
や
知
人
の
方

の
相
談
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
は
遵
守
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
安
心
し
て
相
談
く

だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
心
の
悩
み
を
解
決

す
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

1
月
14
日
土
、
1
月

21
日
土
、
1
月
28
日
土
、
2
月

4
日
土
、
2
月
11
日
土

午
前
9
時
か
ら
正
午

▼
会
場　

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
第
2
和
室

▼
面
談
者　

福
島
県
臨
床
心
理

士
会
所
属
相
談
員
、
町
保
健
師

▼
申
込
み　

電
話
ま
た
は
窓
口

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
相
談
受
付
も
で
き
ま

す
。
直
接
来
所
く
だ
さ
い
。
予

約
状
況
に
よ
っ
て
日
時
の
変
更

を
さ
せ
て
頂
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

▼
申
込
み
期
間　

各
相
談
希
望

日
の
前
日
ま
で

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

臨
時
福
祉
給
付
金
、
障

害
・
遺
族
年
金
受
給
者

向
け
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

　

申
請
期
限
は
1
月
14
日
（
当

くらしの情報

日
消
印
ま
で
有
効
）ま
で
で
す
。

▼
2
つ
の
給
付
金　

消
費
税
率

引
上
に
伴
う
所
得
の
少
な
い
人

な
ど
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た

め
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
。

▼
支
給
対
象
者　
【
臨
時
福
祉

給
付
金
】
平
成
28
年
度
分
の
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

人
。
た
だ
し
本
人
が
非
課
税
で

も
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
生
活

の
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る

人
（
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
）
や

生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど
は
除

く
。
支
給
額
は
3
千
円【
障
害
・

遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付

金
】
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、

平
成
28
年
5
月
分
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
を

受
給
し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、

高
齢
者
向
け
給
付
金（
3
万
円
）

を
受
給
し
た
人
を
除
く
。
支
給

額
は
3
万
円
（
平
成
28
年
1
月

1
日
時
点
で
国
見
町
に
住
民
票

が
あ
る
方
が
対
象
）

▼
申
請
先　

保
健
福
祉
課
社
会

福
祉
係

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

厚
生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
‐
０
３
７
‐

１
９
２

◆日時　2月 26 日日午後 2時から午後 5時（予定）
◆会場　TERRACE  L（テラスエル）
　　　　仙台市青葉区・EDEN仙台　
◆参加資格　おおむね 40 歳までの独身男女
   【男性】国見町在住・在勤 /国見町出身
　　　　 男性向け事前セミナーを開催します
                  （受講料無料） 
   【女性】居住地は問いません
◆募集人数　独身男女各 15 人　計 30 人
◆参加費　男性 4,000 円、女性 2,500 円
◆募集期間　男性　2月 4日土まで
　　　　　　女性　2月 15 日水まで
◆申込み　電話またはマリッジパートナーズホー
　ムページからお申込みください。FAX の場合は
　配布しているチラシ裏面の申込み用紙を記入し、
　申込みください。
◆申込み・問い合わせ
　国見出会い応援事務局マリッジパートナーズ㈱　
　☎ 022-266-1788
　FAX022-266-9588

スイーツホワイトデー
出会い Party in 仙台
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くらしの情報

　　
　　人口　　  9,529 人　（△ 5）
　　  男　　    4,571 人　（△ 10）
     　 女　         4,958 人　（＋ 5）　
　    世帯　  　3,426 世帯（＋ 4）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 28 年 10 月 31 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　 12 月 15 日、22 日
　　　　　　　　      1 月 5 日、  12 日、19 日、26 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
10月 21 日～ 11 月 20 日受付分

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

●誕生おめでとう●　

木村　羽
は な

那ちゃん
恒夫さん　真基子さん（山崎耕谷）

くらしの情報

第
4
回
家
族
介
護
教
室

　

町
で
は
「
口
腔
ケ
ア
と
誤ご
え
ん嚥

性
肺
炎
予
防
〜
正
し
い
口
腔
ケ

ア
を
学
ぼ
う
〜
」
を
テ
ー
マ
に

家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
保
健

福
祉
課
長
寿
介
護
係
ま
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
15
日
木
午
前
10

時
か
ら
午
前
11
時
30
分

▼
会
場　

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー

▼
講
師　

福
島
県
歯
科
衛
生
士

会
歯
科
衛
生
士
江
川
敏
子
さ
ん

▼
持
ち
物　

歯
ブ
ラ
シ
、
筆
記

用
具
等

問
保
健
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
５
８
５
‐
２
１
２
５

除
雪
作
業
に
関
す
る
お

願
い

　

町
で
は
例
年
、
冬
期
間
の
通

勤
・
通
学
、
生
活
道
路
の
確
保

の
た
め
、
町
内
土
木
業
者
の
協

力
に
よ
り
、
降
雪
量
の
多
い
時

に
は
、
早
朝
よ
り
除
雪
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

幹
線
道
路
を
優
先
し
つ
つ
、

町
内
全
域
に
わ
た
り
町
民
の
み

な
さ
ん
の
足
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。

【
効
果
的
な
除
雪
の
た
め
に
】

▼
路
上
駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨

げ
と
な
り
ま
す
。
緊
急
時
に
も

支
障
と
な
り
ま
す
の
で
、
路
上

駐
車
を
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
歩
行
者
や
車

の
走
行
の
妨
げ
に
な
る
た
め
、

雪
を
道
路
に
出
す
こ
と
は
お
や

め
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
作
業
で
宅
地
の
出
入
口

な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、
そ

れ
ぞ
れ
片
付
け
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
多
く
の
方
が

通
行
す
る
幹
線
道
路
を
優
先
さ

せ
、
す
べ
て
の
道
路
を
除
雪
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
建
設
課
管
理
係

☎
５
８
５
‐
２
９
７
２

平
成
29
年
1
月
か
ら
65

歳
以
上
の
方
も
雇
用
保

険
の
適
用
対
象
と
な
り

ま
す

　

こ
れ
ま
で
65
歳
に
達
し
た
日

以
降
に
雇
用
さ
れ
た
方
は
雇
用

保
険
の
適
用
除
外
で
し
た
が
、

1
月
以
降
は
、
一
週
間
の
所
定

労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
で
、

31
日
以
上
の
雇
用
の
見
込
み
が

あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
雇
用
保

険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
対
象

と
な
る
労
働
者
を
雇
用
す
る
事

業
主
の
方
は
、
加
入
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島
雇
用
保

険
適
用
課

☎
５
３
４
‐
４
１
２
１

1
月
10
日
は

「
１
１
０
番
の
日
」
で
す

　

警
察
で
は
、
1
月
10
日
を

「
１
１
０
番
の
日
」
と
定
め
、

１
１
０
番
通
報
の
正
し
い
利
用

方
法
等
に
つ
い
て
広
報
し
て
い

ま
す
。

　

１
１
０
番
は
、
事
件
・
事

故
専
用
の
緊
急
電
話
で
す
。

１
１
０
番
の
通
報
要
領
は
、
ま

ず
何
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
場

所
は
ど
こ
な
の
か
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。
住
所
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
「
コ
ン
ビ
ニ
、
会
社
等

の
建
物
名
」
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。
あ
と
は
警
察
官
が
順
を

追
っ
て
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、

佐藤　蒼
そう

ちゃん
仁さん　聖子さん （ 第 8 ）

落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ
さ

い
。

▼
携
帯
電
話
に
よ
る
１
１
０
番

通
報
時
の
お
願
い

○
現
場
を
離
れ
ず
に
通
報
を
〜

現
場
が
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

○
運
転
中
は
必
ず
停
止
し
て
通

報
を
〜
電
話
が
途
切
れ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

○
し
ば
ら
く
の
間
は
電
源
を
切

ら
な
い
で
〜
警
察
で
聞
き
返
す

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
ご
存
じ
で
す
か
？

「
＃
９
１
１
０
」

　

県
内
の
１
１
０
番
は
、
す
べ

て
福
島
県
警
察
本
部
内
に
あ

る
通
信
指
令
室
に
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
緊
急
性

の
な
い
相
談
、
困
り
ご
と
等

は
、
警
察
の
相
談
窓
口
と
な

る
「
＃
９
１
１
０
番
（
プ
ッ

シ
ュ
回
線
に
限
る
）」
ま
た
は

☎
５
２
５
‐
３
３
１
１
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
等
は
桑

折
分
庁
舎
、
駐
在
所
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

問
福
島
北
警
察
署
桑
折
分
庁
舎

☎
５
８
２
‐
２
１
５
１

放
送
大
学
4
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度

「心配ごと相談」
  　 開催日　  1 月 12 日木、26 日木

   　時　間 　 午前 9時から正午

   　場　所 　 観月台文化センター第 2和室

   　相談員  　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　1月 17 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4時

        場　所　役場庁舎　小会議室

        相談員　NPO法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

1 月の
相談会

第
1
学
期
（
4
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

　

出
願
期
間
に
つ
い
て
第
1
回

は
2
月
28
日
ま
で
、
第
2
回
が

3
月
20
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学

福
島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
請
求

く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
付
け
て
い
ま

す
。

問
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン

タ
ー

☎
９
２
１
‐
７
４
７
１

平
成
29
年
度
東
北
地
区

国
立
大
学
法
人
等
職
員

業
務
説
明
会

　

平
成
29
年
度
東
北
地
区
国
立

大
学
法
人
等
職
員
業
務
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
18
日
日
午
前
10

時
か
ら
午
後
4
時

▼
会
場　

東
北
大
学
川
内
北

キ
ャ
ン
パ
ス
講
義
棟
Ａ

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム　

①
国
立
大
学

法
人
等
職
員
の
業
務
内
容
に
つ

い
て
の
概
要
説
明
（
1
回
目
：

午
前
10
時
か
ら
午
前
10
時
40

分
、
2
回
目
：
午
後
2
時
20
分

か
ら
午
後
3
時
）
②
若
手
職
員

に
よ
る
座
談
会
（
午
後
12
時
30

分
か
ら
午
後
1
時
40
分
）
③
各

国
立
大
学
法
人
等
に
よ
る
個
別

説
明
会
（
午
前
10
時
か
ら
午
後

4
時
）

　

①
と
②
は
予
約
が
必
要
で

す
。「
東
北
地
区
国
立
大
学
法

人
等
職
員
採
用
試
験
実
施
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
事
務
室

☎
０
２
２
‐
２
１
７
‐

５
６
７
６

佐藤　庄平さん 95 （泉田下）
佐藤　正男さん 86 （ 滝 山 ）
菅野　　實さん 92 （大町北）
渡邊　フミさん 93 （ 町 東 ）
八巻　政市さん 89 （ 第 7 ）
五十嵐　力さん 80 （ 大 坂 ）
髙橋　芳吉さん 94 （山崎北）
鈴木キイ子さん 69 （ 並 柳 ）
平舘　洋子さん 56 （大町南）
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行事のお知らせ

賀寿受賞のみなさん

い
つ
ま
で
も
元
気
に
長
生
き

　

 

阿
津
賀
志
学
級
寿
祝
敬
老
会

　

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
の

創
作
活
動
「
フ
エ
ル
ト
で
壁
掛

け
作
り
」が
11
月
12
日
行
わ
れ
、

児
童
51
人
、
指
導
員
13
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

フ
エ
ル
ト
を
貼
り
あ
わ
せ
、

自
由
に
飾
り
つ
け
を
し
て
、
最

後
に
写
真
を
入
れ
て
完
成
。
そ

れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
が
で
き
ま
し
た
。
意
外

な
男
の
子
の
器
用
さ
に
ス
タ
ッ

フ
一
同
驚
き
で
し
た
。

　

阿
津
賀
志
学
級
の
寿
祝
敬
老

会
が
11
月
18
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
6
年
ぶ
り
に
ホ
ー
ル

で
行
い
、
卒
寿
の
田
中
清
一
郎

さ
ん
を
は
じ
め
、
米
寿
、
喜
寿

の
11
人
を
祝
う
と
と
も
に
、
健

康
長
寿
を
祈
り
ま
し
た
。

　

中
村
洋
平
学
級
委
員
長
、
佐

藤
弘
利
副
町
長
か
ら
、
長
き
に

わ
た
っ
て
社
会
の
た
め
に
尽
く

さ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
と

寿
祝
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
対

し
、
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

　

東
海
林
一
樹
議
会
議
長
か
ら

の
祝
辞
の
後
、
学
級
委
員
長
か

ら
、
賀
詞
の
授
与
と
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
島
神
社
宮
司
の
寿
祝
神
事

が
厳
粛
に
進
め
ら
れ
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
鈴
木
登
さ
ん
が
玉

串
奉
奠
を
行
い
ま
し
た
。

　

閉
会
後
に
は
、
記
念
撮
影
を

行
い
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
し
た
。
琴
の
演
奏
、詩
吟
、

踊
り
、
歌
と
さ
ま
ざ
ま
な
余
興

が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
の
み
な

さ
ん
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

か
わ
い
い
壁
掛
け
が
完
成
！

　

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場

　

町
の
読
書
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

る
国
見
町
子
ど
も
司
書
講
座
の

第
5
回
目
が
10
月
22
日
、
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
学
習
で
は
、
公
立
藤

田
総
合
病
院
司
書
の
佐
藤
千
里

さ
ん
か
ら
、
本
を
紹
介
す
る
Ｐ

Ｏ
Ｐ
（
広
告
）
の
作
り
方
に
つ

い
て
、
説
明
を
聞
い
た
後
、
実

際
に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
制
作
を
行
い
ま

し
た
。

POP 制作中

文
化
の
力
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
国
見
町
に

　

第
45
回
国
見
町
文
化
祭

　

音
楽
芸
能
発
表
会
が
10
月
30

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
文
化
団

体
加
盟
の
25
団
体
、
２
１
８
人

が
出
演
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
で
の
開
催
は
6
年
ぶ

り
で
、
合
唱
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
１
０
０
演
目
に
も
わ
た
り
、

出
演
者
は
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。
プ
ロ
顔
負

け
の
舞
台
に
観
客
も
大
盛
り
上

が
り
で
し
た
。

　

総
合
展
示
会
は
11
月
5
日
と

6
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
団
体
加
盟
の
13
団
体
に

よ
る
作
品
展
示
の
ほ
か
、
幼
稚

園
、
小
中
学
校
の
作
品
や
各
種

団
体
、
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
な
ど

が
体
育
館
に
所
狭
し
と
並
び
、

多
く
の
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

2 団体の垣根を越えた合同合唱

　

子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
活
動
を
行
う
少
年
仲
間
づ

く
り
教
室
の
第
8
回
目
が
11
月

12
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
英
語
指
導
助
手
の

モ
リ
ー
・
キ
ズ
ナ
ー
先
生
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
や
食
文

化
、
遊
び
な
ど
に
つ
い
て
話
を

聞
き
、
文
化
の
違
い
を
学
び
ま

し
た
。

　

実
際
に
ア
メ
リ
カ
の
遊
び
な

ど
を
体
験
し
た
教
室
生
は
、
日

本
と
の
違
い
に
戸
惑
い
な
が
ら

も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

アメリカの遊びを体験

ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
学
ぶ

　

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

12 月 9 日 金 ３学級合同学習
10 日 土 こどもまつり
14 日 水 子ども移動図書館（3年生）
15 日 木 子ども移動図書館（2年生）
16 日 金 子ども移動図書館（1年生）
17 日 土 子ども和楽器体験教室⑧

親子クッキング教室
青少年健全育成町民大会

21 日 水 女性教室
22 日 木 ブックスタート
23 日 金 国見っ子わんぱく広場
27 日 火 少年仲間づくり教室
29 日 木 休館日（1月 3日まで）

1 月 7 日 土 子ども和楽器体験教室⑨
8 日 日 国見町成人式
13 日 金 三学級合同学習
14 日 土 子ども和楽器体験教室⑩

みみずく　おはなし会
国見町子ども司書講座⑦

み
ん
な
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
！

　

子
ど
も
司
書
講
座
Ｐ
Ｏ
Ｐ
づ
く
り

見て見て～かわいいでしょ♡

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
が
11

月
22
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
室
で
は
、
ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ
伊
達
店
・
福
島
西
店

の
舟
越
さ
ん
と
佐
々
木
さ
ん
か

ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い

方
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
実
際
に
操
作
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

受
講
生
は
慣
れ
な
い
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
お
っ
か
な
び
っ
く

説明する舟越さん

誰
で
も
ら
く
ら
く
！

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

り
し
な
が
ら
も
、
今
後
も
使
っ

て
み
た
い
と
口
々
に
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
好

き
な
本
を
お
す
す
め
す
る
た

め
、
一
生
懸
命
描
き
方
を
考
え

な
が
ら
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

制
作
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
、
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
前

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

平成 29年国見町成人式
【期日】1月 8日日
【会場】観月台文化センターホール
【日程】受付　午後 0時 30 分　　
　　　  式典　午後 1時 30 分
               記念パーティー　午後 2時 40 分
【その他】該当者には案内状を送付します。
※町外在住者で出席を希望される方は生涯学
　習課へお申込みください。

　

ま
た
、
国
見
民
話
の
会
を
は

じ
め
と
す
る
お
年
寄
り
か
ら
子

ど
も
ま
で
が
楽
し
め
る
催
し
も

行
わ
れ
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
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放送日 放　送　内　容

12/16 「絶品です！！」

放送日 放　送　内　容

12/23 「今年もやります♪」

12/30 「新登場！！」

1/6 「新年のご挨拶」

初めて開催された石工フェスに
行ってきました。国見石や石工
技術の魅力を体験できるブース
がたくさんあり、なかでも人気
を集めていたのが、石窯での
ピザ作り体験。できたての窯焼
きピザは絶品で、「銀の匙」の
エゾノーに行った気分でした。
 （Y.Y）

あ と が き

カレンダー
くにみ12月

日 月 火 水 木 金 土
9 10

・広報くにみ
12月号発行日
・3学級合同学習
・いきいきサロン
光明寺（午前10時～）
第8・9（午後1時半～）

・こどもまつり
・藤田保育所 
クリスマス会

11 12 13 14 15 16 17
・いきいきサロン
山崎（午後1時半～）

・ニコニコ相談会
・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・いきいきサロン
第2（午後1時半～）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
大木戸（午後1時半～）

・くにみ市場
・青少年健全育成
町民大会

18 19 20 21 22 23 24
・いきいきサロン
高城（午前10時～）
泉田下（午後1時半～）

・障がい者相談
・いきいきサロン
石母田（午前10時～）
徳北・第7 
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・くにみ女性教室
・イキイキ子育て
クラブ
・いきいきサロン
貝田（午前10時～）
第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・心配ごと相談
・乳幼児健診3・9か月
・くにみ幼稚園・国見小学
校・県北中学校終業式
・いきいきサロン
泉田中（午前10時～）
大枝（午後1時半～）

天皇誕生日
・あつかし山ビッグ
ツリー点灯式
・キャンドルパーティー
・国見っ子わんぱく
広場

・ももたん広場 
クリスマス会

25 26 27 28 29 30 31
・個人番号カード
交付臨時窓口
（午前8時半～午後4時半）
・小型家電リサイクル
特別回収日
（午前8時半～午後5時）
・道の駅開業プレパーティー
・ももたん広場クリスマス会

・税金等納期限町
県民税国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介護保険料
・いきいきサロン
板橋（午前10時～）

・少年仲間づくり
教室

・だるま市 ・年内ごみ収集 
最終日
・年内ごみ直接搬入
最終日（午後3時まで）

1/1 1/2 1/3 1/4 1/5 1/6 1/7
・ごみ収集休み ・ごみ収集休み ・ごみ収集開始日

・新春賀詞交歓会
・いきいきサロン
太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・明日へ。復興・きずな
イルミネーションク
ロージングパーティー
・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

1/8 1/9 1/10 1/11 1/12 1/13 1/14
・国見町消防団 
出初式
・国見町成人式

成人の日 ・広報くにみ1月号
発行日
・くにみ幼稚園・国見
小学校・県北中学校
始業式

・粗大ごみ収集日
・イキイキ子育て
クラブ
・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・心配ごと相談
・いきいきサロン
藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・3学級合同学習
・いきいきサロン
第8・9（午後1時半～）


